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陸
上
交
通
事
邀
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の
設
け
ら
れ
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於
て
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の
管
理
へ
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飾

及
0:
受

託

：に
關
す
る
規
^

^

^

^

^

^

乾
こ
.ど
で
あ
る
-0
バ
ス
事
業
者
が
バ
，ス
：事
業
の
管
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の
委
託
及
び
受
託
を
爲
さ
ん
と
す
る
と
き
は
主
務
.大
琪
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
此
の
管
理
の
受
託
は
パ
ス
事
業
背
で
な
け 

-

れ
ば
之
を
爲
す
こ
と
を
得
な
い(
第
十
三
條
ノ
ニ)

と
定
め
た
と
•
即
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あ
る
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思
ふ
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バ
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事
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免
許
事
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な
つ
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居
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事
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と
しv
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免
許
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受
け
た
裳
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議
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の

黎
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必

.要
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ず
る
と
U

责
任
を
附
與
さ
れ
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之
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受

け
た
も
の
に
外
な
ら
な
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で
あ
つ
て
、
休
贫
又
は
駿
業
の
如
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に
此
の
引
受
け
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實
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遂
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中
絕
を
來
す
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爲
は
之
を
許
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な
く
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し
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比
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に
1
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ら
れ
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。
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委
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引
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バ
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事
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す
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ィ
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叙
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令
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大
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で
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定
さ
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居
た
事
柄
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が
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準
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規
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に
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っ
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業
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叉
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令
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又
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營
を
爲
さ
し
め
る
..こ_
4
J
i

」

.;
^
ふ
.

|:

項
だ
け
追
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。
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總
監

)

.に
®

^
し
ズ
居
る
こ
と
で
あ

'る
.
o.開
業
の
免 

許

、
事

業ft
靈
變
東
の

.認

可

、
公

益

命

令

"
休
廢
業
の
許
可

(

.之
は
從
來
は
屆
出
で
濟
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.で
あ
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れ
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定
期
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路
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運
行
た
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と
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と
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間
は
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'る
i

一
ッ
ク
事
業
全
.體

を|

括
.し
て
規
定
す
る
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'
あ 

:

る
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併
し
賢
質
：に

於

て

汰
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：が
定
路
線9定

期

運

抒CQ
i
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を
一
主
體
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'反
し
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改
芷
法
は
逆
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不
定
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不
定
路
線
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も
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を
主
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係
か
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。
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。
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.
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.
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-
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!

■十
條
の
規
定
の
'藤
理
に
外
汝
ら
な
い
0
:.
'
-
-
.
'
-

ノ

ツ

：
.

.
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.

:

ソ

'-
;

'

.

•

'

.

.

'
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.

: 

'
改
■

第
二
の
：點•は
、
監
督
官
廳
の
公
益
命
令
癉
の
範
圍
の
擻
大
さ
れ
'た
こ
.と
で
.あ
る
。
主
務
大
豪
は
地
方
眷
：

益
上
必
要 

I

と
認
め
た
場
合
に
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
に
對
し
て
命
じ
得
る
事
項
は
、
(1
)
蓮
賃
ぞ
の
他
に
關
す
ス
事
業
計
#:
を
變
更
.せ
し
め 

る
こ
と
>
(2
)
他
の
：運
送
事
業
者
と
設
備
の
共
.用
.
.:
'
連
絡
運
輸
、
運
賛
協
宠
.そ
の
他
運
輸
'に
關
す
る
協
定
を
爲
さ
'し
め
る
こ
と
、g
全 

部
叉
呔|

部
.の
•事
業
區
間
叉
.は
主
^
る
..禀
業
區
域
を
共
通
に
す
る
數
人
の
貨
物
自
動
車
運
：養
事
業
者
あ
る
場
合
に
共
同
瓤
營
を
爲
さ
し 

め
る
と
.ど
、
(4
)
物
品
：の
.運
送
に
關
t
る
損
害
に
付
き
保
險
に
付
せ
し
め
る
こ
と
、
(5
)
前
备
號
の
外
事
業
の
改
善
を
爲
ホ
し
め
る
と
と
と 

爵
定
さ
ル
て
盾
る(

第
十
六
條
ノ
六)

。
舊
法
の
.下
で
所
謂
自
tt
車
運
：轍

事

業

、
.即
ち
薪
法
に
於
て「

事
業
區
間
を
.定
む
る
自
爵
車
運
送
.
. 

事

^
.
一

 

と
呼
-̂
1
る
所
の
通
稱
定
期
ト
ラ
ッ
ク
事
業
の
場
合
に
就
て
見
て
す
ら
戈
炎
益
命
令
權
の
範
圍
は
設
備
の
共
用
.運
賃
協
定 

其
の
他
運
輸
に
關
す
る
協
定
、
域
に
共
同
經
營
等
の
.點
に
於
て
擴
大
を
見
た
の
で
あ
る
：が
、
.不
宠
路
線
ト
ラ
ッ
ク
の
場
合
に
就
て
は
、
 

舊
法
で
呔
勅
令
中
.に
於
て
僅
か
に
運
實
の
變
更
、
そ
'の
他
事
業
.の
改
善
を
命
じ
得
安
と
規
定
さ
れ
'て
あ
ジ
た
に
過
ぎ
な
い
'か
ら
、
新
法

-
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に
ょ
.つ
て
新
也
る
制
限
.が
ー
'層
多
く
加
重
さ
れ
た
と
笨
诚
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

-
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'
;

改
正
.の
：第
一
一0

、
.補
助
，&

す
ざ
規
定
が
.設
け
.
•&
れ
た
こ
と
で
あ
'る
0
之
.は
--
«
法
に
無
か
つ
た
全
く
新
規
^
規
究
の
一 

で
あ
る
。
從 

來
>
.自
動
軍
に
對
す
'衣
補
助
と
し
て
は
、.
.
.
陸
軍
臀
か
ら
軍
用
自
動
車
補
助
法
に
ょ
つ
て
ソ
又
商
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省
か
ら
.瓦
斯
發
生
爐
設
歡
獎
勵
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Frl 
67̂
(
 

h
r
e
?
i
^
»
t
e
5 

5
r
»
i
[ 

i

f

u

h

1
.
' 

f 

,
>
H 

ykipi 

l
u
r
b
. 

h 

.̂fpAfxttJbr̂
.
 

i
E
v
l
t
r 

r
 
fl 

c
l 

L
.
r 

V 

(i 
i
F 

> 

I
T 

- 

« 

t 

t>
 
^
 

f
 

/it
 
;-
f
t 

- 

t 

i
d
l
i
n
g

h
h
H
N
L
r
n
i
n
H
H
N
r
n
u
>
.
r
r 

n 

h
t 

 ̂

u
r
c
i
r
h
-
u

ぱ
；

■ 

,
f
u 

u
,
i
r
f
l
f
i
i
z
f
 ̂

i
^
. 

J
f
l 

E 

f
i
r
v 

n
 

I 

t
r
l

!;

II
ii
if

f

.-
-̂

-
;
i
j 

f 

;

^

g

^

^

y

y

^

7
w

a

-:
-fr-
..
.!

J

5^
6

£

|5.
丫
1

^
.
|
^
.
;
^
.
^

营

"を 

S
KV
良
k
r
-
,
卜

.：
ト
A
.
'r-
-

-
f
-
^
^

»• t

i
■ k\

\
ぶ

!!



II

■I1

I4
；!
|
I

v-；ji

•
H
e取
交
通
辩
粱
法
の
改
JE
に
.就
，て

- 

】

□
• 

(

ニ
1
0四)

ム
に
ょ
つ
て
肩
へ
ら
れ4
も
の
が
#
在
し
た
に
過
ぎ
な
い
が‘
新
法
で
は
■

「

政
府
は
貨
物
自
動
琪
の
蕭
を
圖
る
爲
に
必
要ぁ

り

と認 

む
る
^

1

令̂
の
，
定

む

ガ

零
.俅

少

赏

彻

自

動

車

_

事

業

者

に

對

し

薇

箄

藤
 

めC

第

■

、
;#
助
.に

對

し

：て«

^

_

<>
て
苗
動
車
难
整
備_

潘

行

は

し
.管

こ

と

芝

の

方

策

で
■
:
が
、
.：利
益《

處
分
が
自
■
:
に
整
備
象
面
へ
振
り
充
て
ら
れ 

ネ

と
.̂
限：

から，
自動車の遵¥

圖
る
羞

出
來
ょ
4

Jn
之
，
，低
物
儇
政
策
：の
堅
持
氬
1

在
：に
於
：て
«:
此
：の
方
法
贮
傲
る
.以
外
隹
螢
が
無
い

 々

、

論
ほ」

.

.

.

「

貨
物
自
働
車
運
.送
一_
業
に
非
ず
し
て
自
動
車
紫
り
一
_
品
を
運
送
す
：る
事
業」

即
ち
|
般
の
需
用
に
'應
ぜ
ざ
'る
ト
ラ
ッ
ク
事 

.業
に
.就
て
は
、i

動
車
に
依
■

品
薦
i

奮

取

扱

®

又
は
a：
秦

_

」

£

•

同
樣
气 

と
.に
.な
つ
.て
.居
る(

第
十
六
.條
ゾ
：九

マ

.

'
'
:
>
'■
.
'
,
パ
.

.

''

:
、
.

ぐ

:

今

囘

の

改

て

最

も

馨

な
.乙

潘

、令
動
車
響
事
業
の
：
f

及
び
：

: 

:

そ
れ
は
薪
設
茗
第
1

_(

第
十
六
：條
の
十
乃
茧
第±

ハ
修.の
三
十
八
：

)
め
匚

'.
',{今

そ

の

內

摩

眷

る
-,
:

届̂
客
自
動
寧
運
輸
璧
1(

べ
^
 ̂

グ
ク
シ
.
.1事

業)

、

及

.

ガ
:«
_

動

淹

讓

潘
■

ふ
'>
ー
フ
：
ツ
；ク
事
#

を
* '
動
車
運
途
事
業」

|
,蕃

是

等

一

の
.も
，
の

は

原
則
と
し
て
各

'種

每

に

-

又

特 

.別

め

灌
-|
>
遣

滏

聲
«

_
為

吻
:*
葉

潘

來.

,'
其
0
事

,
«.
:

金

な

を
設
立
す
る
と
と
が
出
來
る(

第
十
六
條
ノ
十〕

。
而
し
て
其
の
.目
的
隹
诚
の
手
段
と
し
て
»
合
は
(1
)
紐
合
爲
の
事
業
に
必
要
な
る
物
の 

‘購
人
、
昶

亂

.
|
^
の

^;
謂

^

が#:
紙
合
具
め
事
翁
に
關
す
：る
共
同
«
設
、
:(
2
)運
賃
”

1

«

^

■ 

g
M-
合
員
の
一
事
業S

す
务
指
導
、へ：_

裏

_

、
_

其
の
#：
組
合
■

養

成

に—

馨
る
蕃
業
ノ
獄
合
は
に
對
し
其
の
羅 

に
'必
要
^
る
養
金
の
^:
付
、
.組
合
員
<o
-
:爲
に
す
多
其
の
事
業
上
：の
'債
顧
の
保
證
叉
は
組
合
員
め
胺
タ
§
受
人
?:
爲
す
こ
と
が
許
さ
れ
る
;;
-
. 

ベ
第
十
^
條
ノ
十： 
一

.即
ち
*
'組
合
は
(1
)
及
び
)̂

に
ょ
つ
て
:«
業
組
合
中
の
購
買
組
合
-|
'
利
用
組
合
_
#
用
紙
合
の
性
質
を
^

^

.(
2

I

遍

商

業

組

合
I

l

f

1

.で
^
^

:組
合
嫌
に
非
ざ
る
者5:
;
し
て
命
令
の
隹
む"る
：所
に
依
つ
.て
之
5:
:
利
用
.せ
し
む
る
こ
と
が
許
さ
办
て
居
る

(

同
上〕

。
.

■V
V自
8

運

送

着
S

■

に
■

車M

送

事

業

組

合

豪

妾

：■

故

を

と

き

：はS

 

|

組

遞

发

る
.べ
き
»-
格

.

す

る

者

の

ー

象 

.
#事

業
^
に
姐
合
隨̂
る
べ
：き
資
格
を
有
す
る
者
の
ー
ー'ー
分
の
一
ー
以
4
4

〕

.
'の
：同
齋
>>
:
得
て
ー
創
泣
纖
#

を
開
か
ね
ば
な
ち
な
い。
' 

し
政
の 

■
墨

が

#
ら
ネ
從
場
合
で
も
、::
籠

.

g

事
^
が
が
れ
ば
主
■
洗
里
認
可
、%
受
け
て
劊
立
.總
#;
を
觀
<
こ
と
が
^

•
. 

.

.
•
■.
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孓
楚
款
そ
の
：他
必
要
な
る
事
項
を
定
め
、
观
»■
を
：選
住
しr
圭

務

ホ

臣'̂
^

ン(

第
十
六
倏
/-
±'
3 )

？
ft
<p
'
;費

が

與f

ら
朴
た
睁
に
：
^

組
合
員
鐘
則
と
％

:出
資
を
«
灰
義
務
が
ぁ
る
0

_
あ
、'
最

俄

基

.ロ
^
^

居
る
明
特
翳
の
事
象
る
と
の
定
办

.る

所

に

ぎW

最
高
金
そ
れ
以
上
一
に
增
洳
す
る
乙
と
亦
出
來
%
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平
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裘
通
辦
業
法
め
改
泛
就
て
‘ 

、
 

一
二 

(

一
二
〇
六)

と
し
て
特
损
ひ
及
び
作
に
衆
し
た
產
業
組
合
的
施
設
を
行
は
ざ
る
亂
合
に
/进
つ
.て
は
、
定
款
の
定
む
る
所
に
依
つy

s
M
E
E
;

に
出
資
を 

爲
さ
し
め
ざ
含
と
：

4J

す
i

と
が
許
さ
れ
て
居
る
Q

$

l(

第
士
ハ
條
4

一
十)

？
加

ふ

衾

、
組
合
M
は

囊

Q
®

む
る
所
，に 

‘.
,

.
■
淡
っ
で
紙
ま
め
^
費
^
分
邏
せ
ル
め
&
れ
得
べ
く
ハ
^

贩
怠
金
^
課
せ
^
れ
得
^

第
平
穴
條〜

ニ
^

M;
し
て
m;
-
資
額
と
經
%
 

'

分
搪
額
と
女
以
.て
灌
着
員
の
寶
任
の
；限
度
と
す
る
、が

ご

組

合

財

愛

以

.て
'其
办
債
豐
完
：濟
し
.難
い
場
.昏

气

.觉
款
の
：定
む
石
所
に 

:

:ょ
つ
へ
て
.|
1
合
金
員
は
^
の
_
資
額
，
外
に
;-
-
定
々
金
額
を
 ̂

の
，で 

:
:
'
'-'
■
'
ぁ
る
タ
_

(

第
十
六
條
/,
1

_
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.

. 

.:

'-
'
,パ
.
'
'
：
:
'

•■
•

.

-■
•
丨
；
右

は

依

意

設

泣

の

場

合

で

^
る
が
、-:
'
-此
の
外
に
：强
制
設
立
の
璩
合
が
翁
定
ざ
作
て
居
る
:.
0
.即
^T.

主
務
大
臣
は
自
動
.車
運
送
事
業
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統

制
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^
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..她
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^
於
け
.る
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對
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.
て
自
動
舉
避
送
事
.
組
合
び
設
立
を
命
じ
得
べ
A

指

定
す
盖
限
爸
に
設
窘
認
可
免
傭
藍
い
と
き
は
主
務
大
苗
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定
款
の
作
成
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總
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合
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組 
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.
合
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と
な
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摩
^
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居
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ぁ
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第
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/>
修
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此
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の
組
合
は
(1
)
產
業
組
合
的
の
.施
設
刀
隹
事
業
を
行
ふ
ヒ
士
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組
合
員
を
し
て
出
資
を
爲
名
し
め
る
こ
と
、
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)
合
併
を
行
ふ
と
と
の
三
點
を
絮
ぜ
ら
れ
て
居
る(

第
十
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滌
ノ
ニ
十
3
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蓋
し
、
七
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强
葡
設
立
に
係
る
駔
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單
に
自
動
取
.運
送
事
業
の
統
制
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圖
る
爲
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ら
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組
合
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意
設
立
篌

る

ー

と&

設
立
に
係
|

の
如
何
§

条
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の
爲
め就
i

制
の
爲
に
多
大
の
力
を
行
使
し
得
る
如
く
偏f

車
運
|

業
の
經
營
に
關
す
る
弊
害I

防
し
若
く
.は
蟹
す
る
爲
め
又
は
其
の
健
全
なI

達
I

る
爲
に
必
要
あ
り
と
認 

:

l

r自
動
I

I

業
f

s

して事業を行ふべ

l

i

命
ず
I

と
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嘌
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後
者
め
點
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關
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、
組
合
.は

.'

.組

貪

の
.統
制
を
行
ふ
場
合
に
は‘之
に
關
す
る
規
程
を
設
け
な
け
れ
は
な
ら
ぬ
こ
と
に
'な

，
つ

て

居 

.る
が
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此
の
規
1
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■
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あ
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と
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變
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嘍
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来
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蠢
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事

業
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叉
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め
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合
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し
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す
.る
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し
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の
紙
合
の
統
制
に
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ず
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總
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猶
ほ
、
紐
合
は
幾
多
の
點
に
於
て
政
府Q,

監
督
の
下
.に
置
か
れ
て
居
る
と

同

時

又

補

助

を

與

へ

ら

れ

得

^

こ
と
に
每

つ

て

居

るo 

即

ち
* i
方

で

は

、
主
務

大
f

必

要

ぁI

認
む
る
，
と
き
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紙

合

.
對̂
し
て
定
款
；
荽
課
又
は
經
曼
の
分
賦
收
人
方
•法
の
變

 

班
を

命

ず

る

と

か

、
其
他
監
督
上
必
要
な
，
る
命
令

又

は

處

分

を

爲

す

と

と

を

得

べ
く

、
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に
組
合
の
鄯
業
の
織
辕
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困

難

と
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認

む
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錢

合
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行■

法

令

、
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派
す
る
と
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き
、又
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そ
れ
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ム
益
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詹
す
る
か
或
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害
す
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虞
‘
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む
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概
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す
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だ
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十
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上
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し
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叉
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及
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铮
0

^
道
事
_
に
關
嗖
.る
第
四
韋
の
親
货
は

〖

^

散
る
辭
句
の
修
正
又
は
當
然
の
改
芷
を
加
へ
た
程
度
に
過
ぎ
な
い
。
例
へ
ば
箫
十
七
條
、
第
二
十
二
•條
、
第1

ニ
十一

條
の
如
き
に
於
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■■
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:は
、舊
法
に
音
動
軍
運
輸
事
業
音」

と
ぁ
：っ
灸
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^
が
、
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定
む
名
潰
物
苗
動
薄
傷
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；
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簡
潔
に
し

たも 

,

.の
：に
外
な
ら
象
い
。
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.
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